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敦賀発電所２号機での使用済燃料移送時における保安規定違反 

の原因と再発防止対策に関する報告書の提出について 
 
 
 敦賀発電所２号機（加圧水型軽水炉：定格電気出力１１６万キロワット）は、保安規

定に運転上の制限が導入された平成１３年１月６日から現在までに実施した２号機使用

済燃料ピットでの使用済燃料の移送作業について、保安規定の遵守状況を点検した結果、

今定期検査中に実施した移送作業（平成１９年１２月２６日～平成２０年２月１５日、

及び平成２０年４月１６日～平成２０年５月１日）の期間において、保安規定第１３９

条（ディーゼル発電機）に定める、「ディーゼル発電機１基以上が動作可能であること」

を満足しておらず、その際に要求される「速やかに動作不能となっているディーゼル発

電機の少なくとも１基を動作可能な状態に復旧する措置」をとらずに作業が行われてい

たことを５月１５日確認しました。 

 なお、本件について、平成２０年５月１６日、当社は、原子力安全・保安院より、本件

が保安規定に違反していると判断され、改善指示文書を受領いたしました。 

（平成２０年５月１６日発表済） 

 
本件について、原因究明及び再発防止対策を取りまとめ、本日、経済産業省原子力安

全・保安院長宛に提出しましたのでお知らせします。 

また、福井県、敦賀市及び美浜町にも同様の報告書を提出いたしました。 

 当社といたしましては、本日報告した再発防止対策を確実に実施してまいります。 

 

添付資料 

１． 使用済燃料移送時における保安規定違反事象の概要 

２．使用済燃料移送時における保安規定違反事象の原因と再発防止対策の概要 
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燃料取扱棟 
空調系（ﾌｧﾝ）

使用済燃料のキャスク 
からの取出作業 

燃料取扱棟

使用済燃料キャスク 

使用済燃料 中央制御室

中央制御室 
非常用空調系（ﾌｧﾝ）

屋外より取入

燃料が落下し破損により環境

に放出された場合などで、放射

性物質が中央制御室に入るの

を防止している。 
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燃料が落下し破損した場合に放射性物質が

環境に放出されるのを防止している。 
但し、十分な冷却及び減衰された燃料を扱う

場合は要求されていない。 

使用済燃料の移送時やピット内での移動時は、燃料取扱棟空調系、中央制御室非常用空

調系、非常用ディーゼル発電機が健全な状態で実施するよう保安規定で定められている。

■今回の保安規定違反は 
① 非常用ディーゼル発電機の健全性を確認するための定期試験を 
 実施せずに、燃料移送作業を実施したこと。 
② 速やかにデイーゼル発電機の健全性を確認する措置を開始しなかったこと。 

 によるもの。

使用済燃料ピット

発
電
機

ディーゼルエンジン 

非常用ディーゼル発電機 

燃料取扱棟空調系（ﾌｧﾝ）および

中央制御室非常用空調系（ﾌｧﾝ）

に供給する電源が無くなった場

合に電源を供給する。 

使用済燃料移送時における保安規定違反事象の概要 添付資料－１ 

排気筒






